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ＰＨＧＰｘノックアウト胚の致死の解析 
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＜目的＞我々は昨年の本学会においてリン脂質ヒドロペルオキシドグルタチオンペル

オキシダーゼ（ＰＨＧＰｘ）のノックアウトマウスが 7.5日から 8.5日の間で致死に

なることを報告した。しかし、その致死のメカニズムやどのタイプのＰＨＧＰｘが胚

致死の要因になっているのかについては全く明らかになっていない。そこで本研究で

は、6.5日から 8.5日の KO胚の性状解析をおこなった。＜方法＞当研究室で作成した

ＰＨＧＰｘヘテロマウス同士を交配させ、プラグの確認ができた日を 0.5日とし 6.5、
7.5、8.5日の子宮から脱落膜を回収し組織切片の作成、胚を回収し解析を行った。Ｐ

ＨＧＰｘの胚発生での発現はＰＨＧＰｘ抗体による組織染色でおこなった。ＰＨＧＰ

ｘノックアウト胚は Genotypingによる遺伝子解析により同定した。また 7.5日の初代

培養系の構築をおこなった。＜結果＞抗ＰＨＧＰｘ抗体による組織染色の解析をおこ

なったところ、ＰＨＧＰｘは 7.5日から 9.5日で発現が高くなり、12.5日では染色さ

れなかった。7.5日 KO胚では PHGPx抗体による染色がみられず、TUNEL染色の解

析から、KO胚はアポトーシスをおこしていることが明らかとなった。6.5、7.5日胚

の大きさを検討したところ、6.5日では大きさがほとんど変わらないのに対し、7.5日
では KO胚はWild、ヘテロ胚に比べ小さかった。7.5日胚の初代培養系を構築したと

ころ、Wild、ヘテロ胚は４日目まで増殖したのに対し、KO 胚は全く増殖しなかった。

＜考察＞以上の結果から PHGPxノックアウト胚では 7.5日ですでにアポトーシスをお

こし、細胞増殖の停止、胚発生の停止がおきていることが明らかとなった。 


